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特集―変容する労使関係 

今
夏
の
大
会
に
映
し
出
さ
れ
た
 

　
　
　
労
働
組
合
の
新
た
な
課
題
 

―
―
格
差
是
正
を
め
ざ
し
、統
一
要
求
や
闘
い
方
の
見
直
し
へ
 

　
〇
六
春
闘
で
は
、
多
数
の
産
別
が
ほ
ぼ
五

年
ぶ
り
に
賃
金
構
造
・
カ
ー
ブ
維
持
以
外
の

「
賃
金
改
善
」
を
求
め
る
賃
上
げ
の
統
一
要

求
を
掲
げ
、
こ
れ
に
沿
っ
て
要
求
す
る
単
組

も
多
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
連
合
の
七
月
末

時
点
で
の
賃
上
げ
（
回
答
）
集
計
に
よ
る
と
、

昨
年
と
の
比
較
が
可
能
な
四
一
四
九
一
組
合

で
五
二
八
九
円
（
一
・
八
二
％
）
の
賃
上
げ

（
平
均
方
式
）
を
獲
得
。
前
年
と
比
べ
率
で

〇
・
一
三
ポ
イ
ン
ト
増
、
金
額
で
三
九
九
円

増
と
な
り
、
「
賃
金
改
善
分
」
が
把
握
で
き

る
一
一
三
三
組
合
で
は
九
八
三
円
（
単
純
平

均
）
を
獲
得
し
、
組
合
は
と
り
あ
え
ず
面
子

を
保
っ
た
。
　 

　
し
か
し
、
久
し
振
り
に
復
活
し
た
賃
上
げ

春
闘
も
そ
の
産
別
共
闘
の
要
で
あ
る
「
産
別

統
一
闘
争
」

の
箍
（
た

が
）
が
緩

み
、
回
答

に
ば
ら
つ

き
が
目
立

つ
結
果
と

な
っ
た
。

電
機
連
合

の
大
手
組

合
で
は
統

一
要
求
・

統
一
妥
結
の
大
前
提
が
崩
れ
、
鉄
、
造
船
、

非
鉄
の
組
合
で
つ
く
る
基
幹
労
連
も
「
二
年

分
で
三
〇
〇
〇
円
」
の
統
一
要
求
で
臨
ん
だ

が
、
「
改
善
に
必
要
な
財
源
投
入
を
行
う
」

と
の
文
章
回
答
を
得
た
だ
け
で
、
金
額
は
示

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
浮
上
し
た
統

一
闘
争
の
動
揺
と
い
う
新
た
な
課
題
に
対
し

て
、
組
合
は
ど
う
対
応
し
、
闘
い
方
を
ど
う

再
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
賃
金
交

渉
の
リ
ー
ド
役
で
あ
る
金
属
労
協
や
各
産
別

の
夏
の
大
会
で
方
針
論
議
な
ど
か
ら
、
運
動

の
方
向
性
を
占
う
。 

 

　
金
属
労
協
が
活
動
の
場
を 

　
連
合
「
部
門
連
絡
会
」
に
移
行 

　
今
季
交
渉
で
い
ち
早
く｢

賃
金
改
善｣
に
よ

る
要
求
ス
タ
イ
ル
を
打
ち
出
し
、
交
渉
の
け

ん
引
役
と
な
っ
た
金
属
労
協
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
Ｊ

Ｃ
、
二
〇
〇
万
人
）
は
九
月
の
定
期
大
会
で
、

組
織
の
機
能
強
化
と
運
動
の
質
的
転
換
を
テ

ー
マ
に
二
年
に
わ
た
っ
て
議
論
し
て
き
た
総

合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
答
申
を
確
認
し
た
。

答
申
は
早
急
に
連
合
に
対
し
て
、
産
業
ご
と

設
け
ら
れ
て
い
る
七
つ
の
「
産
業
部
門
連
絡

会
」
に
つ
い
て
、
連
合
の
組
織
運
営
基
盤
と

し
て
機
能
す
る
よ
う
働
き
か
け
を
強
め
る
と

と
も
に
、
こ
れ
ま
で
実
質
的
に
は
金
属
労
協

内
で
取
り
組
ん
で
き
た
「
政
策
・
制
度
」
の

実
現
に
つ
い
て
は
、
「
金
属
部
門
連
絡
会
」

に
活
動
の
場
を
移
行
す
る
と
し
て
い
る
。
さ

ら
に
将
来
的
に
は
、
労
働
条
件
関
係
の
取
り

組
み
も
、
部
門
連
絡
会
に
活
動
の
場
を
移
す

こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
の
春
季
交
渉
で
連
合
内
で
は
、

要
求
・
妥
結
は
産
別
自
決
、
連
絡
・
調
整
は

連
合
と
い
う
役
割
分
担
が
確
立
し
て
い
た
。

し
か
し
、
金
属
労
協
の
主
力
産
別
で
あ
る
基

幹
労
連
が
隔
年
闘
争
（
来
春
は
賃
上
げ
要
求

せ
ず
）
へ
移
行
し
た
こ
と
な
ど
も
影
響
し
、

賃
金
交
渉
に
お
け
る
Ｊ
Ｃ
の
求
心
力
低
下
は

避
け
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
事
情
も
あ
り
、

金
属
労
協
は
連
合
へ
の
機
能
移
転
を
打
ち
出

し
た
と
い
え
る
。
こ
の
た
め
来
春
闘
以
降
、

賃
金
交
渉
の
リ
ー
ド
役
不
在
と
な
る
状
況
も

考
え
ら
れ
、
Ｊ
Ｃ
の
方
向
転
換
が
労
働
界
に

波
紋
を
投
げ
か
け
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。 

  

　
職
種
別
賃
金
要
求
に 

　
舵
を
切
っ
た
電
機
連
合 

　
産
別
共
闘
の
あ
り
方
が
も
っ
と
も
先
鋭
的

に
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
が
電
機
連
合
（
約

六
〇
万
人
）
だ
。
今
春
闘
で
電
機
連
合
は
「
三

五
歳
技
能
職
ま
た
は
三
〇
歳
技
術
職
の
水
準
」

を
ポ
イ
ン
ト
に
二
〇
〇
〇
円
改
善
（
賃
上
げ
）

す
る
産
別
統
一
要
求
を
掲
げ
、
交
渉
に
臨
ん

だ
。
五
年
ぶ
り
と
な
る
統
一
要
求
だ
っ
た
が
、

一
六
の
大
手
メ
ー
カ
ー
労
組
で
構
成
す
る
中

闘
組
合
（
サ
ン
ヨ
ー
労
組
は
要
求
せ
ず
）
に

示
さ
れ
た
有
額
回
答
は
、
一
〇
〇
〇
円
と
五

〇
〇
円
に
二
極
化
分
化
。
交
渉
の
最
終
局
面

で
産
別
の
ス
ト
回
避
基
準
を
一
〇
〇
〇
円
に

設
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
部
は
分
裂

回
答
を
受
け
入
れ
た
。
集
中
回
答
日
に
中
村

正
武
代
表
（
当
時
）
は
「
統
一
要
求
や
統
一

闘
争
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
早
急

に
進
め
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、
職
種
別
賃

金
に
つ
い
て
も
検
討
を
急
ぎ
た
い
」
と
述
べ
、

統
一
闘
争
や
要
求
の
あ
り
方
に
つ
い
て
抜
本

的
な
見
直
し
を
示
唆
し
て
い
た
。
そ
し
て
、

そ
の
方
向
性
を
夏
の
大
会
で
提
起
。
来
春
闘

か
ら
、
仕
事
や
職
種
を
ベ
ー
ス
に
同
一
価
値

労
働
・
同
一
賃
金
を
新
た
な
賃
金
要
求
の
規

範
と
す
る
た
め
、
「
職
種
別
賃
金
」
（
個
別

賃
金
要
求
に
お
け
る
「
職
種
基
準
」
を
確
立
）

へ
移
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
。 

　
大
会
で
打
ち
出
さ
れ
た
職
種
別
賃
金
要
求

方
式
は
、
電
機
連
合
が
設
定
す
る
技
能
職
と

技
術
職
の
代
表
職
種
を
単
組
が
選
択
し
、
賃

金
要
求
す
る
と
い
う
考
え
方
だ
。
大
会
で
詰

め
き
れ
な
か
っ
た
具
体
的
な
要
求
方
式
に
つ

い
て
は
、
九
月
末
に
開
い
た
臨
時
の
代
表
者

会
議
で
確
認
し
た
。
産
別
が
要
求
基
準
と
す

る
代
表
職
種
を
、
①
開
発
・
設
計
職
基
幹
労

働
者
（
三
〇
歳
相
当
）
②
製
品
組
立
職
基
幹

労
働
者
（
三
五
歳
相
当
）
―
―
の
二
職
種
に

絞
込
み
。
そ
の
う
え
で
、
新
た
に
電
機
連
合

が
技
術
職
群
と
技
能
職
群
を
対
象
に
そ
れ
ぞ

れ
設
け
た
「
ス
キ
ル
・
能
力
基
準
」
（
電
機

連
合
モ
デ
ル
）
の
レ
ベ
ル
四
に
該
当
す
る
資

格
・
等
級
の
賃
金
（
基
本
賃
金
）
と
定
義
し

た
。
レ
ベ
ル
四
は
、
技
能
職
で
組
長
・
班
長

の
手
前
、
技
術
職
で
も
主
任
・
係
長
の
手
前

の
リ
ー
ダ
ー
層
に
相
当
す
る
。
産
別
が
能
力
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職種別賃金要求への移行を決めた電機労連大会 

基
準
を
織
り
込
ん
だ
職
種
別
賃
金
の
基
準
を

示
す
の
は
初
の
試
み
だ
。 

　
現
在
、
組
合
は
使
用
者
側
へ
の
理
解
を
求

め
る
取
り
組
み
や
職
場
討
議
に
入
っ
て
お
り
、

本
部
で
は
条
件
が
整
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
来
春

以
降
、
順
次
要
求
方
式
を
移
行
す
る
よ
う
求

め
て
い
る
。
一
方
、
統
一
闘
争
の
あ
り
方
に

つ
い
て
は
、
組
織
内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
検

討
中
だ
。 

　
電
機
連
合
が
加
盟
す
る
金
属
労
協
も
、
新

し
い
共
闘
軸
に
「
大
く
く
り
職
種
別
賃
金
水

準
の
形
成
」
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
具
体
策

と
し
て
、
来
春
交
渉
に
向
け
て
単
組
ご
と
に

設
定
し
た
「
技
能
職
中
堅
労
働
者
」
な
ど
の

職
種
別
賃
金
に
つ
い
て
、
産
業
・
業
種
内
に

お
け
る
相
対
的
な
位
置
づ
け
を
判
断
す
る
た

め
の
「
比
較
指
標
」
の
作
成
に
着
手
す
る
。 

　
こ
の
指
標
は
、
賃
金
の
実
態
デ
ー
タ
に
基

づ
き
、
産
業
・
業
種
別
の
ほ
か
規
模
別
に
賃

金
の
特
性
値
を
示
す
も
の
で
、
産
別
や
企
連
・

単
組
の
要
求
策
定
の
参
考
指
標
と
し
て
活
用

す
る
。
自
動
車
総
連
は
来
春
闘
で
こ
の
取
り

組
み
に
「
中
堅
技
能
職
」
で
参
加
す
る
こ
と

を
大
会
で
表
明
し
て
い
る
。
電
機
連
合
の
職

種
別
賃
金
要
求
へ
の
移
行
も
あ
り
、
金
属
労

協
内
で
は
産
業
内
の
賃
金
格
差
是
正
を
目
指

し
た
職
種
別
賃
金
へ
の
指
向
が
強
ま
る
こ
と

に
な
り
そ
う
だ
。 

 

　
来
春
交
渉
に
向
け
た 

　
要
求
の
方
向
―
―
格
差
是
正
と 

　
賃
金
の
底
上
げ
が
焦
点
に 

　
連
合
で
は
当
面
、
「
格
差
拡
大
阻
止
、
二

極
化
の
是
正
」
に
的
を
絞
り
、
正
規
・
非
正

規
の
雇
用
形
態
間
、
さ
ら
に
大
手
と
中
小
の

規
模
間
格
差
の
是
正
の
取
り
組
み
を
推
進
す

る
た
め
、
「
中
小
共
闘
」
と｢

パ
ー
ト
共
闘｣

を
春
季
生
活
闘
争
の
主
軸
と
す
る
意
向
だ
。

し
か
し
、
来
春
は
、
基
幹
労
連
が
要
求
し
な

い
年
に
あ
た
り
、
Ｊ
Ｃ
の
求
心
力
低
下
が
否

め
な
い
こ
と
か
ら
、
連
合
に
そ
の
役
割
を
期

待
す
る
声
も
強
ま
っ
て
い
る
。
パ
ー
ト
、
中

小
以
外
で
連
合
が
果
た
す
べ
き
ナ
シ
ョ
ナ
ル

レ
ベ
ル
の
役
割
と
し
て
、
最
低
賃
金
の
取
り

組
み
強
化
を
求
め
る
主
張
も
出
て
お
り
、
連

合
も
そ
の
柱
と
し
て
「
低
所
得
層
の
底
上
げ
」

に
配
慮
し
た
方
針
を
打
ち
出
す
も
の
と
見
ら

れ
る
。 

　
さ
ら
に
、
各
産
別
と
も
長
時
間
労
働
是
正

の
観
点
か
ら
「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」

を
要
求
に
盛
り
込
む
動
き
が
顕
著
に
な
っ
て

い
る
。
高
木
連
合
会
長
は
各
産
別
大
会
で
「
時

間
外
労
働
を
削
減
す
る
観
点
か
ら
時
間
外
割

増
率
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
前
向
き
に
議
論

し
て
欲
し
い
」
と
各
産
別
に
要
請
し
て
い
る
。

総
労
働
時
間
の
短
縮
面
で
は
他
産
業
に
比
べ

て
高
水
準
（
年
間
二
一
〇
〇
時
間
程
度
）
に

あ
る
自
動
車
総
連
が
、
大
会
で
提
起
し
た
「
今

後
の
働
き
方
・
労
働
時
間
の
あ
り
方
」 (

答

申) 

を
踏
ま
え
、
年
間
総
実
労
働
時
間 

一
八

〇
〇
時
間
台
を
目
指
す
。
す
べ
て
の
単
組
が

年
休
・
所
定
外
・
所
定
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
要

素
ご
と
に
自
ら
目
標
を
設
定
し
、
時
短
を
着

実
に
進
め
る
考
え
だ
。 

 

　
組
織
強
化
と 

　
非
正
社
員
の
組
織
化 

　
一
八
・
七
％
（
昨
年
六
月
末
現
在
）
ま
で

低
下
し
て
い
る
組
合
組
織
率
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
、
組
合
に
と
っ
て
組
織
拡
大
が
当

面
す
る
最
大
の
課
題
だ
と
い
え
る
。
そ
の
対

象
も
正
社
員
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
職
場
に

働
く
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
な
ど
の
非
正
規
社
員

に
ま
で
拡
大
し
な
け
れ
ば
、
組
織
率
の
反
転

上
昇
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
一
二
〇
〇
万

人
に
の
ぼ
る
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
組
織
化
を

最
大
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
。 

　
と
く
に
パ
ー
ト
比
率
が
高
く
、
職
場
内
の

過
半
数
代
表
足
り
え
な
く
な
っ
た
組
合
に
と

っ
て
、
過
半
数
の
奪
回
は
、
時
間
外
労
働
の

協
定
締
結
な
ど
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
面
か

ら
も
不
可
避
の
取
り
組
み
と
な
る
。
多
く
の

流
通
・
サ
ー
ビ
ス
の
職
場
を
抱
え
る
Ｕ
Ｉ
ゼ

ン
セ
ン
同
盟
の
大
会
で
は
、
過
去
一
年
で
、

パ
ー
ト
を
約
七
万
八
五
〇
〇
人
組
織
化
し
、

正
社
員
を
含
め
て
過
去
最
多
と
な
る
一
〇
万

八
五
人
の
新
規
加
入
が
報
告
さ
れ
た
。
パ
ー

ト
の
な
か
で
は
イ
オ
ン
の
四
万
二
〇
〇
〇
人
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
の
一
万
五
〇
〇
〇
人
、
マ

イ
カ
ル
の
一
万
人
な
ど
、
大
手
ス
ー
パ
ー
の

組
織
拡
大
が
貢
献
し
た
。 

　
取
り
組
み
が
遅
れ
て
い
た
製
造
業
労
組
で

も
、
組
織
化
の
動
き
が
で
て
い
る
。
自
動
車

総
連
は
昨
年
の
大
会
で
非
典
型
労
働
者
の
産

別
会
費
を
月
額
二
〇
〇
円
と
す
る
規
約
改
定

を
行
い
、
各
組
合
が
組
織
化
に
着
手
。
今
年

一
〇
月
か
ら
ト
ヨ
タ
労
組
で
は
同
社
病
院
の

パ
ー
ト
看
護
師
ら
約
一
一
〇
人
を
メ
ン
バ
ー

に
迎
え
入
れ
た
。 

　
食
品
関
係
の
産
別
で
あ
る
フ
ー
ド
連
合
も

「
最
大
課
題
と
し
て
組
織
拡
大
に
全
力
を
あ

げ
る
」
こ
と
を
決
定
。
製
造
ラ
イ
ン
に
は
パ

ー
ト
な
ど
の
非
正
社
員
も
多
い
こ
と
か
ら
、

パ
ー
ト
労
働
者
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り

組
む
方
針
だ
。
こ
の
よ
う
に
製
造
業
系
の
労

組
で
も
非
正
社
員
組
織
化
の
動
き
が
広
が
り

そ
う
だ
。 

　
団
塊
世
代
が
大
量
退
職
し
、
中
小
労
組
で

は
後
継
者
不
在
に
よ
り
組
合
が
解
散
に
追
い

込
ま
れ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
。
こ
う
し
た

事
態
を
回
避
す
る
た
め
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟

で
は
、
企
業
の
枠
を
超
え
、
地
域
ご
と
に
組

合
員
が
加
入
で
き
る
「
地
域
型
ゼ
ネ
ラ
ル
ユ

ニ
オ
ン
」
の
創
設
を
大
会
で
決
め
た
。 

　
ま
た
、
新
た
な
動
向
と
し
て
ナ
シ
ョ
ナ
ル

セ
ン
タ
ー
も
地
域
組
織
強
化
の
一
環
と
し
て

パ
ー
ト
組
織
化
に
力
点
を
置
き
つ
つ
あ
る
。

全
労
連
は
七
月
の
定
期
大
会
で
、
非
正
規
労

働
者
の
組
織
化
を
本
格
的
に
推
進
す
る
た
め
、

「
全
労
連
非
正
規
労
働
者
部
会
」
の
設
置
を

決
め
た
。
全
労
連
は
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
非

正
規
労
働
者
三
五
万
人
の
組
織
化
を
目
標
に
、

「
単
産
の
下
部
組
織
や
ロ
ー
カ
ル
ユ
ニ
オ
ン

に
地
域
の
非
正
規
労
働
者
の
結
集
を
は
か
る
」

と
し
て
い
る
。
連
合
も
地
方
連
合
会
の
下
部

組
織
で
あ
る
地
域
協
議
会
（
地
協
）
の
機
能

強
化
策
と
し
て
、
一
〇
月
か
ら
「
モ
デ
ル
地

協
」
と
し
て
一
〇
六
組
織
を
立
上
げ
、
専
従

者
の
配
置
を
決
め
て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
相

談
窓
口
と
し
て
の
機
能
に
加
え
、
中
小
・
地

場
で
の
組
織
拡
大
の
拠
点
と
す
る
考
え
だ
。 

　
こ
の
よ
う
に
、
非
正
社
員
へ
の
組
織
化
拡

大
と
あ
わ
せ
て
、
地
域
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
運
動
再
生
を
目
指
し
た
動
き
が
出
始
め
た

の
も
今
年
の
大
会
の
特
徴
と
い
え
る
。 

（
主
任
調
査
員
　
荻
野
登
） 


